






「小学生の英語学習に関する調査」（2015）プレスリリースによれば、「小学 5・6 年生の 6 割が「教室
の外で英語を使ってみたい」という意欲を示している」。また、「「外国語活動」は、英語で「コミュ
ニケーションを図ろうとする態度」を育成している」とした。その一方で中学校に入学してくる生徒





















このリストは、聞く・話す・読む・書くの 4 技能別でそれぞれ 6、9、9、6 項目ある。これを「よ
くできている」、「大体できている」、「あまりできていない」、「できていない」の 4 段階で自己評価を
させた。この中からリタラシー指導に関する 6 項目を抽出し、「あまりできていない」と「できてな




文で39％（表 4）、複数の文で43％（表 5）、教科書の文章で58％（表 6）となり、値が徐々に大きく
なっていた（参加者は中学 1 年生82名）。
表 1【話 1】アルファベットを見てその文字を発音することができる。（例：A, B, C...の全部の音読み
（エア、ブァ、ク...）と言える。）
よくできている 大体できている あまりできていない できていない 無回答 計
4 月 41（50%） 19（23%） 16（20%） 6（7%） 0（0%） 82（100%）
表 2【読 5】日常生活の身近な単語を読んで理解できる。（例：dog / eat / happy）
よくできている 大体できている あまりできていない できていない 無回答 計
4 月 46（56.1%） 20（24.4%） 9（11%） 5（6.1%） 2（2.4%） 82（100%）
表 3【読 6】日常生活の身近な語句を読んで理解できる。（例：in the morning / at home）
よくできている 大体できている あまりできていない できていない 無回答 計
4 月 29（35%） 20（24%） 21（26%） 9（11%） 3（4%） 82 （100%）
表 4【読 7】日常生活の身近なことを表す簡単な文を理解できる。（例：I play basketball every day.）*
四捨五入による誤差あり
よくできている 大体できている あまりできていない できていない 無回答 計
4 月 29（35%） 19（23%） 24（29%） 8（10%） 2（2%） 82（100%*）
表 5【読 8】日常生活の身近なことを表す簡単な 2 文以上の文章を理解できる。
よくできている 大体できている あまりできていない できていない 無回答 計
4 月 26（32%） 19（23%） 25（31%） 10（12%） 2（2%） 82（100%）
表 6【読 9】教科書をなめらかに音読することができる。*四捨五入による誤差あり
よくできている 大体できている あまりできていない できていない 無回答 計
4 月 9（11%） 23（28%） 29（35%） 19（23%） 2（2%） 81（100%*）
























英語科の「中 1 ギャップ」を解消する手立てとして、具体的には以下の五つである。A. Alphabet
（音素体操）〈Phonetic awareness〉、B. Onset & Rime、C. Phonics、D. Sight Words、で指導していく。
そして、教科書の開本前にE. Basal Readersを音読できるところまで指導する。
A. Alphabet（音素体操）〈Phonetic awareness〉　

















れの絵も提示していく。他には、-at, -an, -en, -igなどの
図 1　リタラシー指導の場面




















での指導にスムーズにつなげていくことも目的の一つである。中学 1 年 1 学期から中学 2 年 2 学期終
了まで計40冊を使用した。
④ 実践効果としての 1 年間の推移
2017年 4 月に実施した表 1 ～ 6 のアンケートと同様なものを 7 月、11月、3 月に実施し、リタラシー




よくできている 大体できている あまりできていない できていない 無回答 計
4 月 41（50%） 19（23%） 16（20%） 6（7%） 0（0%） 82（100%）
7 月 44（54%） 30（37%） 5（6%） 0（0%） 2（2%） 81（100%）
11月 50（61%） 28（34%） 1（1%） 2（2%） 0（0%） 81（100%）
3 月 52（65%） 27（33%） 0（0%） 1（1%） 0（0%） 80（100%）
【読 5】日常生活の身近な単語を読んで理解できる。（例：dog / eat / happy）
よくできている 大体できている あまりできていない できていない 無回答 計
4 月 46（56.1%） 20（24.4%） 9（11%） 5（6.1%） 2（2.4%） 82（100%）
7 月 53（65%） 16（19%） 6（7%） 2（2%） 4（4%） 81（100%）
11月 54（66%） 23（28%） 3（3%） 1（1%） 0（0%） 81（100%）
3 月 57（71%） 21（26%） 1（1%） 1（1%） 0（0%） 80（100%）
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【読 6】日常生活の身近な語句を読んで理解できる。（例：in the morning / at home）
よくできている 大体できている あまりできていない できていない 無回答 計
4 月 29（35%） 20（24%） 21（26%） 9（11%） 3（4%） 82 （100%）
4 月 38（46%） 28（34%） 10（12%） 4（4%） 1（1%） 81（100%）
11月 35（43%） 33（40%） 11（13%） 2（2%） 0（0%） 81（100%）
3 月 49（61%） 25（31%） 2（2%） 3（3%） 1（1%） 80（100%）
【読 7】日常生活の身近なことを表す簡単な文を理解できる。（例：I play basketball every day.）*四
捨五入による誤差あり
よくできている 大体できている あまりできていない できていない 無回答 計
4 月 29（35%） 19（23%） 24（29%） 8（10%） 2（2%） 82（100%*）
7 月 41（50%） 25（30%） 13（16%） 1（1%） 1（1%） 81（100%）
11月 36（44%） 36（44%） 7（8%） 2（2%） 0（0%） 81（100%）
3 月 49（61%） 25（31%） 3（3%） 1（1%） 2（2%） 80（100%）
【読 8】日常生活の身近なことを表す簡単な 2 文以上の文章を理解できる。
よくできている 大体できている あまりできていない できていない 無回答 計
4 月 26（32%） 19（23%） 25（31%） 10（12%） 2（2%） 82（100%）
7 月 32（39%） 32（39%） 15（18%） 2（2%） 0（0%） 81（100%）
11月 34（41%） 34（41%） 9（11%） 4（4%） 0（0%） 81（100%）
3 月 44（55%） 30（37%） 4（5%） 2（2%） 0（0%） 81（100%）
【読 9】教科書をなめらかに音読することができる。*四捨五入による誤差あり
よくできている 大体できている あまりできていない できていない 無回答 計
4 月 9（11%） 23（28%） 29（35%） 19（23%） 2（2%） 81（100%*）
7 月 32（39%） 34（41%） 9（11%） 3（3%） 3（3%） 81（100%）
11月 27（33%） 39（48%） 12（14%） 3（3%） 0（0%） 81（100%）
3 月 37（46%） 31（38%） 8（10%） 3（3%） 1（1%） 80（100%）
　表 7 の「あまりできていない」と「できてない」の否定的回答は、4 月よりもこの 6 項目全てで減
少傾向が見られ、1 学期から実践してきたリタラシー指導の効果があったと言えるだろう。11月の時








ば、cool とあれば、「c［k], c, c, cool, C［sí:], O［óu], O, 
cool」と読み上げることで、生徒はonsetに注目するよう
図 4　教科書指導までの流れ






























リタラシー指導（前述の 2（1）③A～E）を入学時から中学 2 年の 2 学期終わりまで継続し、その
後は、定期考査で確認しながら、検討、修正をすることで、どの生徒も読解問題に取り組み、正解を
得られる基礎力を身につけさせることにつなげていく。
リタラシー指導は、小学校の新学習指導要領の外国語科では、「1　目標」の（2）「読むこと」に
「ア　活字体で書かれた文字を識別し、その読み方を発音することができるようにする」と目標の一
つとして明記されている。そして、中学校外国語では、リタラシー指導そのものは「知識及び技能」
に含まれる。知識として知っていることは必須であるが、その知識を活用できる技能として身に付け
ることが、中学校の授業での「読むこと」と「書くこと」を支える基礎となるのである。だからこ
そ、中学校入学後から継続的に長期的に少しでもリタラシー指導をしていくことが「中 1 ギャップ」
解消の手立ての一つになり得るだろう。
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1 回もつっかからずにできたら →　A
1 回つっかかった　　　　　　 →　B
2 回以上つっかかった　　　　 →　C
図 5　音読検定の基準
図 6　音読検定の達成率
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